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売上高
・国内・海外ともに堅調に推移

利益⾯
・原材料価格や費⽤が増加
・為替の影響や生産性アップの効果

営業利益　５期連続最高益を更新
経常利益　過去最高

売上高
・主⼒のベルト事業が国内外ともに好調
・第２四半期には180億円台に達する

営業利益
・年間通じて高⽔準で推移
・目標の営業利益率11％を⼤きく上回る

国内ベルト
・一般産業⽤が好調

海外ベルト
・⾃動⾞⽤の販売が好調

建設資材
・建築部門は横ばい
・土木部門は減少

海外売上高⽐率
・46.5％に増加

(セグメント別売上高)
ベルトは国内・海外ともに増加

(2017年度業績)
売上高・利益も過去最高

(四半期推移)
売上高・利益ともに高⽔準を維持
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⾃動⾞⽤ベルト
・米国や東南アジアで好調に推移

一般産業⽤ベルト
・国内　射出成形機など産業機械⽤が好調
・海外　補修⽤を中心に増加

OA機器⽤
・横ばいで推移

搬送ベルト
・物流⽤途が好調
合成樹脂素材
・半導体製造装置などの需要が増加

営業利益
・売上高増加影響        ＋9.0億円
・原材料、労務費・⼈件費、減価償却費等
 費用の増加         約△14.0億円
・内部努⼒           ＋6.1億円
 計              ＋1.5億円

営業利益は５期連続最高益

中期指針の目標値達成を⾒込む

前提為替レート
・USD 100円
・EUR 110円

（営業利益）
5期連続 最高益

(ベルト売上高)
ベルトは全ての品目で増加

(次期業績予想)
中期指針で掲げた目標値を必達
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2017年度
・ユーザニーズに対応できる供給体制の構築
・製造設備の増強

2018年度
・約34％増加の約43億円を予定

中間配当
・11円を実施

期末配当
・11円から３円増増配し１４円の予定

単元株式数
・1,000株から100株に変更

株式併合
・２株を１株に併合

（配当⾦)
期末配当を3円増配し 14円に

(設備投資)2017年度は微減
2018年度は34%増

単元株式数変更および株式併合
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創業100周年に向けて
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